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袈増～写頼、今榊こ～
昨年度車選り　」虹の番線ヒフ（、之の鹿顔か曳きしたさめ竜顔は

毎鼻血てききすれわ鱒かまき枚を鹿葉寸言メン八・人か多く、乏机二射り、

工区乙をヰ菓すき丈ン／サーも多くいましそ。入善えか一眉目ニ料も虎で、

萄七卓巨＝ま風貌か息ふ＼き伍のでした。葬ったメンハ、－らちの思し了で

工／紅惇適えす仁顆言こ打＝恥適したクこ仇陳曾根．兼仁科てい3

問題老月フ、里、新たを鉦乙ヒして鼻血牽73＝乙た塔りさした。

他の阻髄とは、紺亡か子ヒ、もの金として、大人た頼ってし1■ち部分を

畠分たちで洩東急こと仕手七、才たちでしていくこと。屡報．の内密と

硯水との間ためるギ押ア重患嶺するニヒ伊それから、痘剰余の日時と甥始、

新HPにつし、てで慨　これらを馨し合って（卸Cは、新しく進む連を

演劇たりで、しそ。
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憂えて鵬したク顛たな逢招く新たな工Kcでも　これまでの俊幸鋸享

内癌か知音らし過ぎて現状の水Cヒの掬升か生じ、るこじかおソをし転

この会級だ冊を艶で大きな如碑を萄杢掃こともありました。今巨‖ま、

乞q二と老居組えて、鼻血確言己命号のような金華鋸二なり乏し左少

ですれ基離毎烏、音律いようた書く叫、＼二の金鞄なんでしょう。
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金銀はを留で常l鴫になりました。第一号（ま、平成14年4珂エロ、

紛う各が一触レイ者桁され夏レrこ。その一審をご留介します。

「子牒蓬だけで気象に誌レポで、－きる環痍引乍るため　エKC旬くl

結成三九ました。′FLでむ、噂咽がかかフてい／／狩　ふふ　控でろように

という碑l一色込めF明るいlまうへ』有1号をか打ニ（こおくりますり

食掛壬、年にt′2回出す鴫もあれゴー、践ヱない時も卸ノまレたク

いつも、接がある糾Jわかりません。

◎

私たらは、参観を感さけように書いています。白乙満足といえば

自己演足です。念熱く書いてあることを、妥け入れられない方も

＼1うりしやるかむレ机までん。しかし、頼みや著しみち絶えた子ども々ミ’

これ官見て草庵し吾り、通人ていいるのほ自分桝nJ机、こしを

亀じてもらえrこら、頗7でしけす。また、六人のかごは、私たち

チビレ㌦考えていろことを囲フてもらし′たり、と箆77います。

食掛こlHKCへの忽鶉という卵管も萄りますヵヾ、「色好たちふ■

秀丸て＝る豆も植えろ．い／うの㌦一番の目的で7よいがと兇・し′ます．

○怠絶わヾできるまで○

1等さて

1筆戦

①頼ろうかい■う藷l＝r鵡β　一一・‥〉＠集まって合体縛ド藷し合う．

①個人ページのレ吟切りがある．㊦その他のページを調整する。

⑤乾成レたもの乞コピーする√ラ◎ホチモス止か綱の鋸豊き。

⑥象黎おひろめ伝。一一一う　㊦発行．

⑨都蕗をJニー富　市椎行のかこ既卒もお顔いする。

こうレて、砲んでくrごころ肇エんのお争かこ届きます。

会報発行の訝釘よ＼吾繁りやキネ卑賭、かんだら繁りり軌こ

お店色弱レて、自分たちrlト調逢してし′未了甘食裡制作は工K Cの

天王rよ連動のひとつであり、塵の活卸lニ上，て支えられてLJる

師です。また，多くの方々のご脇ヵがあ，て、乗場Tl－さる愈郡で一す，

友軍弛す箆味㌦あるのか、時々議論になり果す。

糾こち付合笹を乳フて11ろ仁万で、その礎と－うげフているかt手

合然わ切＼りまじん。詰む見ていけいの畑HJいかし．不軌二

作ることもありiす。
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翫摘録酎日工Kcrの勧姻戚ヾてま”
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あと何があるか空．　　　　　　何か雰囲気変わクてたよ

こ九卵色村に大弓し皇教えた晦芳弘

だ終生雁の膚劇に生りますて

料理r名の仔をですか7　　おあ見てんふふ言、…

みそラーメ／？　　あー、明日めんとlく控えなあ．
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の飽けたい丸棒宅が射、鞄出臥しいう形で鼻折箆顔色勉め生した

餌は町　に主もけ変更しゝ個人鴎鍵が抽S飢＼ようk駈鹿

しっ7．＿離書かよ弱ま雲ないようにしています。

照7たメンバーは決して窄く比ありま芭んし運慶比雑談空したり

皇ど＼、譲れるような諸勧告してし、う訳でもあほ芭ん，

しかし、紡しく乳たいなあと私フてし＼ろ与、吏陳に泉てく九うカ

を教勺は凄絶します。

旭九の線描じ塊偶七、し＼ろ人頭畔、粟外軋えてくるカ、モし丸ま

軋紅　　　　　　　　　byサイ半

葉上5・∫水曜日　増強〉∫専攻

朋革や町組領引篭讐度数既製、い）
佃戸刷kcz川eb．fc2、．Com／

線条キーワ〆ド㌦＼うん公かたちクラブ〕

摘草でも乳久急脅全て頂しいサイト9

7阜ログは毎週更里中
（フ




